
VII 発掘の成果

1 大木前遺跡出土の古墳時代の鏡について

はじめに

今回の大木前遺跡の調査によって、丘陵斜面裾に営

まれた奈良•平安期の竪穴住居跡が2碑f検出され、丘

陵部に展開する小規t莫集落の様相が明らかにされた。

また、そのうちの3軒から小鍛冶炉が検出されている

ほか、焼土塊や炭化物を大屈に伴う土壊が数多く発見

され、鍛冶工房的な性格をもった集落の側面を垣間兄

ることがて‘‘きる。

このうち第5号住居跡は、出土した土器の様相から

9軋紀後半に位置づけられているにもかかわらず、竃

脇から古墳時代前期に製作されたと考えられる鏡の小

片が発見された。鏡の製作年代と住居跡の年代に大き

な隔たりが認められることから、その出土意義をめぐ‘

り大きな注目を集めている。ここては大木前遺跡から

出土した鏡片について、内区主文様を中心とする検討

から原鏡を同定し、類似鏡との比較からその製作年代

について検討をおこなうこととずる。

(1) 鏡片の出土状況

第5号住居跡は北壁に竃をもつ長軸6.5m、短軸2.5

mほどの長方形平面の通有の竪穴住居跡て、、遺構の上

ての特異な点は認め難い。鏡片は竃に向かって左手約

lmの壁面付近の床面からやや浮いた状況て出土して

おり、特別な埋納坑などは確認されておらず、廃棄に

近い状況てあった。しかし、この住居跡は小鍛冶炉を

床面に設けた鍛冶工房と考えられ、また住居廃絶後に

も小鍛冶に関連する土墟群が多数掘削され、作業場的

な空間として利用されていたようてある。中ても第19

号土墟からは石帯の巡方などが出土しており、集落内

部における本住居跡の特巽性を際立たせている。

(2) 鏡片の観察とその特徴

鏡片は鉗とその周囲部分の破片て‘ヽ、神像と侍仙、獣

像がそれぞれ一つずつ残されている。外区を欠失して

いるため、銘帯及び外区文様の構成については小明て‘‘

ある。銅質は精良て‘‘鋳上がりも良く、文様の表出は比

較的鮮明て‘ヽ、鏡面は青會尉色、鏡背面は赤銅色を呈して

いる。注日される点として、周縁部が故意に細かく打

ち割られ、さらに破断面の一部には研磨痕が観察され

ることから、この鏡が鋳造されてから遺棄されるまて‘

の間の保有状況のあり方をポ唆している。

次に、事実報告の繰り返しになるが、内区の各部位

について簡単に説明しながら鏡の特徴を概述する。

鉗はやや腰高の半球形て‘、やや形の崩れた長方形の

鉦孔が穿たれている。幅永伸栽氏の研究によれば、長

方形鉦孔は三角縁神獣鏡に特徴的にみられ、古墳時代

の1方製鏡の中ては神獣鏡や獣形鏡などに比較的多く認

められるとしている（幅永1991）、（註1)。また、鉦孔

底部が鉗の基部とほば同じ位置にあることから、舶載

鏡てはなく1方製鏡て‘ある蓋然性が高いことが知られる

（秦1994)。乳は三角錐形の円座乳を 2つだけ残して

いるが、本米の配阻は4乳によって内区を 4区画して

いたようて‘‘ある。

これらの点から大木前鏡は、円座鉦の周りに円圏を

1条めぐらし、内区を円座の4乳によって区切り、そ

の間に神像と侍仙、獣像を交互に配置した二神二獣が

鋳出されていた蓋然性が高いことが判明した。

神像は、両側に雲気の張り出した神座に座した坐像

表現を表わしたものて‘‘、特徴的な三日月形の隆帯によ

って衣の製や膝の上に扶手する手を表現している。ま

た両肩からは外向きの弧線によって翼が表現されてい

るなど、神像表現としては原鏡を忠実に模倣している

様子が窺える半面、顔は丸い頭部に点状の眼球と鼻梁

線を表現しただけて口の表現を欠き、萎縮した表現と

なっているのが大きな特徴て‘ある。さらに舶載斜縁二

神二獣鏡ては神像の頭部に冠を表現し、双巻冠を戴く
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西王母と三山冠を戴く東王父を表現しているのに対し

て、大木前鏡て‘‘は冠の表現がみられず、その別が判然

としなくなっている点も挙げられる。

侍仙は立像か、あるいは横向きの膝をついた人物を

表現したものと考えられるが、簡略化した表現のため

その決め手を欠いている。仮に立像を表現したものだ

とすれば、西王母に伴う侍仙（玉女）てある。

首を横に傾げ、短い弧線によってスカート状の衣を

表わし、腕を上に挙げた姿態を流麗に表現している。

顔は丸い頭部に点状の眼球と丸く大きな鼻を表現した

だけの萎縮した表現て、、頭上には3条の弧線が線彫さ

れている。

獣像は右向ぎの走獣を半肉彫したものて、、舶載斜縁

二神二獣鏡の多くが、正面形と側面形の獣像を左向き

に配している場合が多いのに対して、逆向きに配され

ており、 1方製鏡としての根拠のひとつに数えられる。

頭部は鳥頭表現に近い側面形て表現され、惰円形の

頭部に点状の眼球と短線て濶註髯を表現する。頭部の

後方には長くのびた角があることから「龍Jを表現し

たものと考えられる。頸部は鳥首状に大きく後方に反

り返り、 2節1単位の有節表現をもち、単線て蹴が表

現されており、獣形鏡類の鳥頭表現をもつ一群のもの

との強い結びつきが想定される（赤塚1998)。

獣像の肩部には半球に三巴が浮彫式に表現され、羽

翼が線彫されている。このような肩部の渦文表現は管

見ては、大分県免ヶ平古墳（斜縁二神二獣鏡）、大阪府

安満宮山古墳 (4号鏡：斜縁「吾作」二神二獣鏡）、愛

知県東之宮古墳（四獣形鏡）、静岡県松林山古墳（四獣

形鏡）などにみられる。舶載斜絹こ神二獣鏡を原鏡と

し、 1方製鏡の中ても神獣鏡や獣形鏡の一群に認められ

る表現手法のひとつてあり（田中1979)、作鏡者集団の

問題を考える上て重要な手がかりとなる。

(3) 原鏡の同定と製作年代

前節て‘‘検討したように、大木前遺跡から出土した鏡

片は、銅質が良く鋳上がりが比較的良好てあるが、各

図像本来の形態が失われていることや餅孔底面が鉗の

基部と同じ位置にあるなどの特徴から1方製鏡と判断さ

れるものて‘‘ある。そして、神像及び獣像の表現手法や

配置などから舶載斜縁二神二獣鏡を原鏡として、模倣

されたものと位置づけられる。

ここて大木前鏡の原鏡と想定した舶載！縁二神二獣

鏡の特徴について概述する。

舶載斜縁二神二獣鏡は、国内て‘‘これまてに4併列ほど

が出tしているほか、朝鮮半島の楽浪郡域と中国から

若干例が発見されている。岡村秀典氏による漢鏡7期

に位置づけられ、その製作年代は 2世紀後半から 3憔

紀前半に比定されている（岡村1999)。大阪府安満宮山

古墳や奈良県桜井荼臼山古墳などのように前期古墳の

中ても古い段階のものから出土している例も知られる

が、その多くは前期中葉以降のやや新しい段階の小規

模墳から出土している。その分布は、西は福岡県から

東は山梨県まて‘ひろがり、分布の密度は滋賀県・三重

県より西に偏り、倣製三角縁神獣鏡に似た分布状況を

示している。東日本ては長野県兼清塚古墳、山梨県小

平沢古墳から舶載斜縁二神二獣鏡が出土しているにす

ぎない。

斜縁二神二獣鏡は、神人龍虎画像鏡から派生した鏡

式と考えられており、基本的には内区は4乳て‘‘分割し

た区画に侍仙を伴う二神と二獣を配置し、その外側に

は銘幣・櫛歯文帯、外区は鋸歯文と複波文に外周突線

を配し、縁は斜縁という構成をとっている（森田

1998)。縁は三角縁に近いものもあり、三角縁神獣鏡と

の親縁関係が指摘されているが、三角縁神獣鏡よりも

小型て、、鏡径が16~12cmを測り、銘文は「吾作明党」

て始まる「幽錬三商」式のものが多く、三角縁神獣鏡

とは奥なっている（樋口1979)。

このような特徴をもつ舶載斜縁二神二獣鏡に対して、

佑製の二神二獣鏡は原鏡から大きく変容したものが多

く、滋賀県安土瓢筑山古墳、奈良県佐紀丸塚古墳、幅

岡県丸隈山古墳出土の防製斜縁二神二獣鏡が原鏡を忠

実に模倣したものとして最古段階に位固づけられてい

る（田中1979)。それらの製作年代については、安土瓢

甑山古墳の中央石室から方形板革綴短甲、腕輪形石製
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第 1図 大木前鏡と関連鏡
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品、筒形銅器、柳葉式銅鏃などが伴出していることか

ら4世紀中葉を遡ることは確実てある。話を大木前鏡

にもどせば、獣像の表現が鳥頭表現へと大きく変容し

ながらも、角や露などの表現がみられ、龍としての意

識が残っていることや図像配置などから1方製鏡として

は古い段階に位置づけられ、 4泄紀中葉頃の製作年代

を想定しておきたい。

関東地方の前期古墳から出十」した1方製神獣鏡には、

画文帯神獣鏡を原鏡とする群馬児三本木古墳の防製神

賦鏡や栃木県山王大桝塚古墳の防製四神鏡（変形神獣

鏡）などが知られるだけて類例が少なく、幅永伸哉氏

が提唱する「新式鏡群」に該当する大木前鏡は、古墳

時代前期から中期にかけての政治的変動を反映した鏡

として重要な位置を占めている（註2)。

(4) 鏡片の意味するもの

最後に、平安時代の住居跡から出土した古墳時代の

鏡の性格について考えてみたい。

弥生時代後期から古墳時代前期を中心に鏡の鋳造時

期とあまり時期を隔てない時代の遺構から出土する場

合は、関東地方ても東京都・神奈川県・千葉県など南

関東を中心に類例が知られている。

埼玉県内ては弥生時代後期の大宮市三崎台遺跡第

52号住居跡から出士した小型防製鏡が最も古く位置づ

けられる（笹森1996)。続く古墳時代ては、桶川市八幡

耕地遺跡第4次調査て古墳時代後期の第8号住居跡か

ら珠文鏡の破片が出七した例が知られているにすぎな

い（今井1989)。

一方、大木前遺跡と同じく奈良•平安時代における

鏡の住居跡からの出土例には、熊谷市一本木前遺跡第

13号住居跡から瑞花駕喬八稜鏡が出土している（寺社

下2000)。年代的には10世紀木～11匪紀初頭に位置づ

けられ、鏡を出土した竪穴住居跡からは大址の鉄滓や

炭化物に混じって砥石なども出土しており、小鍛冶に

関連した住居てあると指摘されている。大木前遺跡と

の共通性が窺われるが、出土した鏡は唐式鏡と大きく

異なり、同列にその背景を論じることはてきない。

このほかに住居跡以外ては、浦和市明化向遺跡から

小型海獣葡萄鏡の内区のみを鋳出した小型鏡が遺構に

伴わずに単独て出上しているほか（絨持1984)、熊谷市

北島遺跡第14地点の第 1号溝から瑞花文八稜鏡が出

土している（鈴木1998)。両者とも水辺祭祀に関わる鏡

の使用例と想定される。

前述したように大木前遺跡から出土した鏡片は、 4 

世紀代に倭国て‘製作された防製鏡てあるが、それと隔

てること約500年の年代差を示す住居跡から出土して

おり、このような鏡の製作年代と住居の時期が大きく

乖離するような事例はあまり類例がない。

管見にふれたものては、千葉県千葉市下田遺跡て‘‘9

軋紀前半の第49号住居跡から珠文鏡（倉田1997)が出

土しているほか、 1主居の詳細な時期は不明てあるが千

葉県成田市下方内野南遺跡第38号住居跡から五獣形

鏡（川津1991)が出土しているだけてある。

大木前遺跡から出土した鏡片の性格については、

①古墳時代前期に大和政権から威侶財として配布

された鏡が、長期間にわたって集団内保有・伝

甘：された。

②鋳造・鍛冶集団などの職能集団において、鏡が

貰重な器物として祭器化され、「懸仏」などの神

格化された器物として再利用された。

③ 周辺における前・中期古墳の副葬鏡が何らかの

事情て発掘された。

等々、いくつかの場合が想定されるが、いずれにし

ろ鏡が製作されてから住居跡へ遺棄されるまての間に、

どこて‘‘、 どのような状況て‘‘保有され、そして最終的に

住居内に遺棄されたのか、それぞれの要因を合理的に

説明することは難しく、恣意的な解釈に陥ってしまう

恐れがあり、にわかにその出土意義を断案することは

てきなし‘。

ここては森下章司氏によって新しい視点から問題提

起された、共同体における威信財としての鏡の長期間

保有・伝匪の問題（森下1998)を考慮したうえて‘‘、周

辺における古墳時代前期の政治的動向の中に大木前鏡

を位置づけていく視座が、今後必要て‘‘あろうことを指
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摘しておきたい（註3)。

ちなみに、 6世紀前葉に築造された朝霰市一夜塚古

墳には魏晋鏡に比定される方格規矩八鳳鏡が副葬され

ており（車崎2000)、古墳時代においても200年を越す

ような年代差を示す長期間保有・伝世がなされた場合

があったことが指摘されている。

おわりに

大木前遺跡から出土した鏡片について内区主文様の

比較検討から、 4憔紀中葉頃に倭国内て舶載斜縁二神

二獣鏡を原鏡として、忠実に模倣されたf方製二神二獣

鏡の内区部分の鏡片てあることを指摘した。外区文様

などを欠いているため詳細な編年的位置づけは難しい

が、防製鏡の初期の作品に位置づけられ、獣像表現に

みられる肩部の渦文表現や鳥頭・鳥首表現など、獣形

鏡類の展開に大きな影響を与えたものと想定される。

しかしながら、大木前鏡が大きな年代差をもつ住居

跡から何故出土したのか、その要因を説明することは

至難てあり、今後に残された課題も大きい。周辺にお

ける前期古墳の動向などとの関連を含め、さらに検討

を重ねていきたいと考えている。

註

(1) 個永伸哉氏は、古墳時代の防製鏡のなかには、大きく分けると三角

縁神獣鏡および一部の神獣鏡、獣形鏡などの長方形紐孔を持つグル

ープと、内行花文鏡、方格規矩鏡、罷龍鏡などの半円形鋪孔を持つグ

Jレープが併存していたと想定している（福永1991)。

(2) 福永伸哉氏は、斜縁神獣鏡や対置式神獣鏡の倣製鏡の製作が中心

系列鏡群や倣製三角縁神獣鏡の製作より一段階遅れることを指摘し、

その背後に神獣鏡製作に関する管理の存在と政治勢力の変動を読み、

取ろうとする（福永1999)。

(3) 大木前遺跡周辺の北比企丘陵内部には、江南町塩古墳群や滑川町

月輪古墳群などに前・中期古墳が所在している。
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